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“
Keizaish（♪gak ” Ka・veiyoshi

”
is　the　trans ［ated 　bouk　c）n 　hoine　management ，　which 　was 　read 　most “idely

in　the　 early 　Me 垣 Era．　The 　purpose　oC 　this　paper　is　tQ　clar三fy　the　original　tex給 of　Nagamille　Hideki

edited　and 　translated，
‘‘
Keizaishogakuκasei．vo．shi　Kohen （〔he　LaLter　part ）t

”
and 　to　cor ［LpaI

・
o　the　translatlon

wlth　the　original　texts　so 　as 　t｛っ ir達terpret　how 　the　collt （コllts　of 　the 〔）riglnal 　books　were 　accepted 　ln　Japarl
mearly 　Melli　Era、
　 The 　reSUIts 　are 　aS 　fOllOWS：

　The 　Qriginal 　texts　Qf
’‘
Keizaishogaku　Kasei）’c／shi　Kohen

’「
are 　Andr・ew 　Gombe ：The　Managentent〔〜ブ毎海η｛ツ，

D，Appleton　and 　Co、
，
　New 　York （1875），　and 　Thon ／as　Bull：Hints　t〔）　 tlfvthers ，　Longmalls，　Green ，　and ，

　Co ．
，

Lond 〔，n （／876），　The 　original 　a／lth ⊂）rs　are 　both 　English 　physic：ia【1s，　and 　the　original 　Lexts　are 　 written 　in

order しo　offer しhe　Iτtedical 　knowiedge　on 　pregr ／ancy ，　delivery　aI［d　rearing 　infaney　to　the　mothers ，　Thc
churae しei

’isLic　of しhe　original 　texts　is　to　try　to　apply 　the　hygiene　and 　1）h，ysiology　Lo　the　t
’
amlly 　life，

　Nagamirle 日玉deki 〔⊃hose　 the　Lwo 　bQoks，translalcd 　the　parts　 related 　to　the　 wolnan
’
s　lifecrエ［111se　into

“
Keizaish（丿gaku 　Kaseiyoshi　Kohen ．”This　is　why しhe　LiLlc　page 　of 　tl／e　t．ranslation 　says

“
N 乱gamim 　Hideki

Sal／−yaku 　（cdited 　and 　translated）！
’

　　　　　　　　　　　　　　 〔Received　July　1，1998；Acc （｝pted 工n 　revised 　t
’
orn ／ Octobel129 ，1998）

Keywords ： atranslated 　 bDok　 on 　 home 皿 anagemellt ，翻訳 家政 書，　 early 　 Meiji　 Era 　明治初期，
develr♪pmenta1 ｝listoT：

’
of　home 　ecoIlomics 　家政 学成 立 史，　 NagarrLine　Hideki　San−yaku 　

‘’
Keizaishogaku

Kaseiyo ．vhi　Kohen （the　Iatter　pal
’t）
”
　永峯秀樹 『経済小学　家政要旨　後編』，

　 Combe
“
The　Management

ρμη加 6ゴ コ ム 『子 女教 養論』，Bu 亅1　
”
J’lints　to　Morhers

”
　 ．ブ ル 『母親 の 心 得 』，

　 1．緒　 　言

　明治初期 に おけ る 翻訳家政書 は，近代 国家へ の 歩 み

を始めたわが国歴史 ヒの 転換期とい う社会背景の もと

で ，それ まで の 家事教育 に対 して 啓蒙的な役割を果た

す と と もに ，そ の 後 の 家政教育 ・家政学研究に 多大の

影響を及ぼ した出発点 と考えられ て きた．また こ うし

た翻訳家政書の 理念や 内容が どの よ うに’受容され て き

た の か と い う経時的推移 に つ い て は
， 家政学 に 関す る

史的考察 の ｝一か ら意味深 く受 け とめ られ て い る
L｝2 ）

．

ま た，家庭科教育史 〔学校教育） の 立場 に 立 っ た研究

と して
，
t 宮 と武井

3．
に よ る もの な ど を あげ る こ とが

で きる ．

　筆者は こ れ まで に ，明治初期 に おける 欧米家政理念 ・

家政思想 の 受容過程を明らか に する た め に ，翻訳家政

書研究を進め て きた．わ が 国 に お い て 明治初期 に おけ

る 欧米家政理念や 内容 の 受容過程 を解明するため に は，

まずそ の 原書と訳書との 比較研究 が 必要 と な る．しか

し
， 明治初期 の 翻訳 家政書 の 原 典 に つ い て は解明さ れ

て い な い もの が ほ と ん どで ある．こ れまで に ，原典・解

明 さらに 原書 と訳書 との 比較が行わ れ て い る 翻訳家政

書研究 と して ，常見
叫 廟

お よ び 石川
EI

， 亀高 と犬尾
7  

，

谷 口
SU ］1／

に よ る もの が あげら れ る．と りわ け筆者 は 明

治初期 に お け る 翻 訳 家 政 書 の 中 で も最 も広 く ， 小学校

や女学校 の 教科書と し て も採用 され，啓蒙 的な役劑 を

果た したもの と して特に著名な 「「経済小学 　家政要旨

前編』 〔以 下 『家 政 要 旨　前 編 ］ と略 す） の 原典解 明
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とその L、1書 の 特質に 閾す る研究 を進め て きた
1
　 ．し

か しそ の 後編に あ た る 『経済小学　家政要旨　後編』

〔以 卜
．
「家政要 旨　後編』 と 略 す）の 原典 に つ い て は

依然 と して 解明 さ れ て い な い ．

　そ こ で 本所究 で は
，　 家政要 旨　後編』 の 『

幽
典解 明

と原典研究お よ び 原 曲 と訳書 と の 比較検討を通 して ，

avJ｛者永峯秀樹 が 原書 の どの よ うな家政理 念や 内容 を

採択 して 訳出 し， H本に紹介 しようと試み たの か につ

い て考察す る こ とをhJl究日灼とす る．

　2．研 究の方法お よ び資料

　（1）　　　『冢政要旨　　　彳麦編』　　aつイイs裁

　 「家 政 要旨　後編』 の 体裁 に 関 して は
， す で に 田 中

と 田中 に よ り，印刷 ・製本時が異 なる 2種類 8部 の 紹

介 が な さ れ て い る
L ’：

．さ ら に筆者 が 丁成 元 （1989）年

7 月か ら同 9 （1997）年 10月に かけて，国 ノ 国会fX］　：

館，東 S 文庫，東京家政 学院大 学附属図書館，山梨県

⊥ 図 考館 甲州 文庫寺 で 『家 政 要旨」 の 体裁 に 聞す る 「］

査を行 っ た 縮果，すで に紹介さ れ て きた もの とをあ わ

せ て ，4 種類 9 誰の 体裁が確認 で きだ ．こ うした体

裁 の 種預 は ，その 前歯 に は 及 ば な い もの の ，他 の 翻訳

家政書 と比べ る と
， 印刷 ・洗行 回数が多か っ た こ とを

示 して い る．本稿 で は その うち最 も刊行年が早か っ た

と推定 され る 「家政要旨　後湘』大本 （甲州文庫，国

立国会図書館，東書文庫，未気家政学院大学附属図書

館，初智艸堂所蔵）の 体裁を稲介す る．

　半紙 判，和紙木版刷和綴 の 上 ・
下 2 冊ヰで ，上 巻

54 ゴ （序 2 」，目録 3 」
‘
，本文 45J

‘
，ヂ引 4 」

’
），

−
1・
．
巻 64 ］

一
（本文 53 丁 ， rT引 5 丁 ，発見書肆 6丁 ）か

らなる．t紙 は，藍色 ， 厚和紙 で ， 左肩 に遼戔があ り，

「イ⊥ 済小 学　家政 要 旨　
一
二編 　永峰 秀樹 褊輯 　 L」

（「経済小 学 1は角書 ） と記 さ れ て い る ．

　表見返 しは赤紙に 黒 で印刷 され て お り，匡郭の なか

に 1永峯秀材纂訳，経済小 ナ　家政要旨　二 編，甲府

書肆　内藤氏蔵版」 （「経済小学」は角書）と あ る．

　 E巻巻頭 に は，序 2 丁，「1録 3 丁 が あ る．そ の あ と

に 初智艸堂所蔵版 で は 挿 画が あ り，明治初期 の 女学奴

と 思 わ れ る 洋式建築物 の 前で ，女性教 師 が 工2 人 の 女

生徒 に 洗濯 の 指導 を行 っ て い る 図が描かれ て い る．

　本 文は 罫入 りで ， 1 ペ ージ，20 争 10 行 で 印刷 され

て い る ．各巻末 に は ，文 中の 哭 字 の 両冗 み 方 や 意味 を記

した 「子 引」がも載 され て い る．

　奥付 に は 1明治十
一
年 五 月 凵

』
九 日版権免 。午　同十 二

年七月出版 　定価金 五 卜銭　ge睾人　静岡県 i族 　永

峯秀倒　束京麹 11tp区有楽町 二 町 目 ： 番 地 　出 版 人 　1［1

梨県干民　内藤伝右衛門　甲府常盤町四番地　冗 弘

東京府　冂支店　凵本橋区通塩 町
．
レ
ー一

番地」 とある ，

　  　「家 政 要 旨』刊 行の 趣 旨

　 『家政要 旨　後編』の 序は，「同　前編』 の 緒 言が

記 され て 3 年後の 明治 12年 7 月付 で ，翻訳者永 峯秀

伺 に よ る翻訳 ・
刊行の 趣 旨が 山 され て い る．

　そ の 冒頭 で は，家国の 降盛 は 自由 ・独 立 に あるが，

自由 ・独立を果 た す た め に は 各人 の 経済的基盤 が 必要

で あ る こ と
，

一
家 の 経済に は，「大ハ 外 ヲ 務メ婦ハ 内

ヲ 司 ル 」 とい う二 道があ り，とくに妻の役割が 重要で

あ る こ と，こ う した観点 か ら 「家政 要旨』 が 刊行 され

た こ と が述 べ られ て い る．　
・
国 の 経済 と一

家 の 紅 済 と

の 相 ij1．の 関連性に着目 し，そ の 両者すな わ ち夫 と 妻そ

れ ぞ れ の 職務 に 優劣 を つ け る こ と な く，む しろ 妻の 役

刮を重視する IL述 に特色 があ る．さらに 続 け て，『家

政要 旨　後編』発刊 の 意図が次 の ように 記 され て い る．

　 「婦 ノ 職 タル 斗†
二 茲 二 Lヒラ ス 更 二 重 大 ノ 者ア リテ 存 セ リ

何 ソ ヤ f’女 ヲ シ テ 家国二 右益 ノ 人物 タ ラ シ ム ヘ キ者是 ナ リ

子孫 ノ 只 愚強弱 ノ 責ハ 均 シ ク 父母 二 属 シ偏 軽 偏 重 ナ キ カ如

ク ナ レ トモ 母 二 属 ス ル 所 却 ツ テ 重 ン母 ハ 其子女 ト相関 ス ル

所 仁 メ テ 親 密 ナ レハ ナ リ即 チ 母体ギ生 健
く

二 懐妊中注意周

到 二 分 娩 後養 育 良方 ヲ得 ル トキ ハ 其生 子 ヲ シ テ 愚 弱 ナ ラ シ

メ ン ト欲 ス ル トモ 得 ヘ カ ラ サ ラ ン 子 女 ハ 将 来 家 国 ノ盛 鼾 二

関係 ヲ 有 ス ル 者 ナ リ故二 婦職 ハ 「
・
女 二 関ス ル 者 ヲ 以 テ 至 重

卜為 ス 阯 ノ婦 人 ニ シ テ 皆其職 ヲ 果サ ン 事二 黽勉 セ ハ 家国 ノ

隆 盛 企 ツ テ 待 ツ ヘ キ ナ リ足 レ後篇 ノ縮輯ア ル 山縁 ナ リ 訂後
「編 ヲ 合 シ テ 婦道 ノ 要領既 二 尽 ク ル ．1

　女「
ゾ

「
．
の 仕事は

．
家の 紅 済を司 る の み に と どまらず，

さ ら に 重大な職務 と して ，子 どもを家国に有益 な 人 材

に 育 て る こ とに ある，と述べ る，両親の 役割は ともに

車要で あ る が，壬どもに 及 ぼす影響は 母魂 の 方 が 顕著

で あ り，母 親の 普段 の 健康 ，
妊 娠 ， 分娩 の 注意点 ， 十

どもの養育方法に つ い て 記述 が な され て い る．こ の よ

うに，衣食住の 調え方，使用 人の 管理，病人 や 幼児 の

世 話
・看護 な ど の 女性 の 職務 内容全般 を記 した 『家政

要 旨　前編』 と異 な り，「家政要 旨　後編』で は子ど

もを 生 み 育 て る 母親 の 職務 内容 を重視 し，母親 の 職 務

こ そ家族や国家 の 隆盛 に つ なが る とす る 意義を述 べ て

い る点 に 本書 の 大 きな特色が あ る．「家政要旨　前編』

と f家政 要 旨　後編』をあ わ せ て 「婦道 ノ 要領」が 網

羅 され る と永峯は 記 して い る．

　（3） 「家政要 旨　後編』の 内容的特質

　「家政要 旨　後編』の 内容は ，家政 の あ ら ゆ る領域

が 網羅され た前編 と異な り，女性の 立場に 立 っ た夫の

2 〔ll2）
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選 び 方 （配偶 者選択 の 際 の 留 意点），了
．
どもに対す る

親 の 遺伝的影響 ，妊娠 の 際 の 注意点，出産 目の 計算方

法，出産 の 際の 注意点，さ らに育児方法な どの 保育領

域 を中心 に，医学的知識に基づ い て 記述 され て い る ．

　『家政要 旨　後編」に述 べ られた夫の 選 び方 として，

  学問知識，不足 ナク （学歴L   了孫 ノ 教育 人費等

差支ナ ク （経済力），  性質善良，親 ミ易ク，放蕩ナ

ラ ザ ル （性格），  悪疾，遺伝病，懼ル ベ キ （健劇

の 4 項目があげ られ て い る．また子どもに影響を及 ぼ

す親の 遺伝 に 関す る 記 述 に は
， 「子女 ノ 虚弱 ノ 原 因」

と して，其向親ノ 心身虚弱ナ ル 者，成年前 ノ 結婚 口近

親婚 ，婚姻 ノ 年齢，受胎時父母 ノ 身体 ノ 虚弱 ナ ル 者，

懐妊時母親 ノ 強弱の 六 つ の 条件が述 べ られ て い る．

　木文智頭 の 総論は，翻訳で はな く，翻訳者永峯秀樹

が 記した 内容で あ る ．そ こ に記 さ れ た 「夫婦 ハ 愛 ノ
ー

字 ニ テ陸マ シ ク暮ス ベ キ者 ユ へ
， 可成丈 Jl／二 親切 ヲ 尽

シ，別 シ テ 病気杯 ノ 時 ニ ハ 心 ヲ 用ヰ テ 介保 ス ベ シ 」 と，

当時 と して は 斬新 な 「
一
愛」 と助 け合 い に よ る夫婦関係

の 記述 に も特色がある．さらに続け て，女子 の
・
牛 は

夫 の 善悪に左右 される こ と，両親 や 親族が夫 を選び，

見合い で 度 顔を合わせ る の み で は ，愛情が 薄く，問

題が 多い と指摘する．西洋で は婚約中で も圧 い を よ く

知 る ため に往来が行われ て お り，相手を よ く知 っ た後

に結婚すれ ば，離婚 も減る だ ろ うと述 べ て い る，夫婦

の 愛情を前提に して 結婚を考え，親や親族 で はな く，

女性が夫を選 ぶ 自由をもつ とい う観点か ら夫 の 選 び方

が述 べ られて い る ．

　3．結果お よ び考察

　（1） 『家政要旨　後編』 の 原 典解明

　1）　「家政要 旨　後編」 の 原典 に 関する記述

　「家政要 旨　後編』の 原 典解明に あ た っ て ，まず，

そ の 原典 に 関する千がか りとなる 記述 を探 した．こ れ

まで 原 典 に 関す る 記 述 と し て，r家 政 要 旨　後編．1 の

「序」に み られ る次の 記述が知られ て きた，

　「此 書 ハ 英 人 コ ス ブ ル 氏著母 ノ 心 得及米 入 コ ム 氏 ］
f’
女教

養論 ヨ リ纂訳 シ傍 ラ 愚意 ヲ 附記 ス ル 者ナ リj

　こ こ で は イ ギ リ ス 人 コ ス ブ ル 著 「母 の 心得」，ア メ

リ カ 人 コ ム 著 「了女 教養論』 の 2 冊 を原典 と した こ と

は わ か る が
， そ の 原語表記 は み ら れ な い ．「コ ム 」の

原語 表記 に つ い て は CDmb （e ）あ る い は Gorne と見当

をつ け た が ，「コ ス ブ ル 1 に つ い て は そ の 原諦 表記 に

見当が つ か ず ， 原典探 し に 苦心 し た．

　つ ぎに 『家政要 旨　前編』 の 原典解明の 際 に決め T・

とな っ た 「版権書 目』 に 『家政要 旨　後 編 』 の 原．典名

が 記述 され て い な い か に つ い て確認 した が ，そ の 原典・

に関す る記述 はみ られ なか っ た
IE．

　平成 9　（1997）年 4 月初頭 ， 筆者 は 『家政要旨』の

出版者内藤伝右衛門 に 関す る 調査 の ため に，山梨県立

図書館 を訪れ た ．山梨県立図書館 甲 州文庫に は
， 内藤

伝右衛門 と 『家政要 旨』に関す る貴重な資料が 所蔵さ

れ て い た ，そ の なか に 「版権免許証 1お よ び 「版権願

書」があ る，とりわけ 「家政要旨　後編』の 原典解明

の 重要な資料とな っ た の が ，次 に 記す 「版権願 書」で

あ る，こ の 「版権願書 1 は，「家政要 旨　後編』 の 小

本を出版する に あ た っ て ，内務卿伊 藤博文宛 に提出さ

れ た もの で あ る ，

1出版々 権御願

永峯秀樹抄訳　経済小学　家政要旨　後篇

仮名附　 li本綴小本　＿
・111J

「り羽台　レ三 年 1儿「月 出片反

右者永峯秀樹抄訳 西 洋千八 百 七 i．五 年米国ニ ュ
ー

ヨ ル ク

府出 版 ア ン トル ー・
コ ム 氏著ゼ，メ 子

一一
ジ メ ン トヲ フ イ ン

フ ア ン シ
ー

，
ト題 シ 小 児心 身 ノ 弔二 関シ 父 母 ノ 心 得ベ キ

事 ヲ 説 タ ル 書：及 ヒ 西 洋 ノ 下
．
八 自 七

．
十六年英 E司ロ ン ドン 府

出版 トマ ス フ ル 氏著 ヒ ン ツ ，マ
ーザ ー

ス ，ト題 シ，父 母

ノ 心 得 ヲ 説 タ ル 書 ヲ 抄訳 シ 旁 ラ 白家 ノ説 ヲ 附 シ書 ヲ 婚 姻

妊娠 及 ヒ 小児教 育二 付 諸 心 得 ヲ 簡 易 二 説 明 シ 婦 女 f．ニ モ

解 シ 易キ 為 メ 傍訓 ヲ 施 シ 前 編 明 治 十 年二 月二 日 版権御免

許 二 相 成候 モ ノ ニ シ テ
ー
切条例二 背 キ 候義無之候問 今度

所談 上 出版 致 度猶版権免許奉願 也

明 治 十 モ年二 月五 H
抄 訳 人　静岡県士 族　永峯秀樹

　　　東京府下 麹町区有楽田1二 丁 目弐番地

出版 人　山梨県平 民　内藤伝右衛門　印

　　　 西 出梨 郡 甲府常 盤 町 四 番地

内務卿　伊藤博文殿」　　　　　　　　　　 （原文縦書）

　2）　原 典解明 お よ び入 手資料

　1版権願 書」の 記述 に よ り， 「家政 要旨　後編』の 原

典は，「1875年ア メ リ カ ニ ュ
ー

ヨ
ー

クで 円行 され た，

ア ン ド リ ュ
ー ・コ ム （Andrew 　Cornbe ）の ザ ・マ ネー

ジ メ ン ト ・オ ブ ・
イ ン フ ァ ン シ ー

（The　Mal！agemellt

o 【
’
hlfaIlcy）」そ し て 「1876年 イギ リ ス ロ ン ドン で 十「1

行 さ れ た トーマ ス ・プ ル 〔Thomas 　Bu ］1）の ヒ ン ッ
・

マ ー
ザ
ー

ス （Hints　Mothers ）」で あ る こ とが わ か っ た．

　本制究 に お い て 初め て ，こ れ まで 「家政要旨　後編』

の 原典 の
・
つ の 原著者名として知られ て きた 「コ ス ブ

ル 1が，実 は トマ ス ・ブ ル の 誤 りで あ っ た こ とが 解明

され た ．た しか に 「版権願書」の 原著者名をカ タ カ ナ

で 筆書 して い る部分 に お い て も，コ ス フ ル と読 め な く

は ない 表記 で ある．r家政要旨　後編』「序」に 原著者

（113） 3
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名が こ の よ うに誤記 され た理由 として ，翻訳者永峯秀

樹が原著者名を読み 間違 えた とは考えに くい の で，永

峯が記 した原著者名の 記載 に し た が っ て 版木 を作製 し

た際，原著 者名を読み 誤 っ た もの と推測する．

　 E記の 記述 に基づ き，原 書 の 調査 を行 っ た結果 ， 次

の 原書資料 を入手する こ とが で きた ．

　（A ）Andrew （JOinbe，　 M ．D．：7
’
he　 Management 財プ

1荏tinnc）
，，　D ．　Appletorl　and 　 Co．

，
　New 　Yorl（

，
　revised 　and

edited 　by　Sir　Jarnes（〕lark，Bart．，　K、　G、　B．，M ．D 、，　F．　R ．　S．

（工871），内閣文庫所蔵

　 （B）Thomas 　 Bull，　 M ．　 D．： Hints　 to　Mothers，　Lon9−

rnans ，　Green ，　ar ／d　Go ．，　Lond 〔：m （工875），国 立 国会図書

館所蔵

　 3） ア ン ド リ ．・ 一 ・コ ム r子 女教 養論』 （Andrcw

　　　Combe 　
“

The　Management 　of
’
1ψ η（ヅ ） の 体裁

　今回 人 于で きた 原書資料 の 体裁 に つ い て 紹介す る．

　『家政要 旨　後編1 の 原典 の
．
つ ，ア ン ドリ ュ

ー ・

コ ム の 『子
．
女教養論』 の 原書資料 と して 人 手 で きた の

は，1871 年 に ア メ リ カ ニ ュ
ー

ヨ
…

ク で D ，ア ッ プ ル ト

ン 社 に よ り刊行 された版 〔内閣文庫所蔵）で あ る．ク

ロ ス 表装 の 表紙 の 背文学に は
’tTHE

　MANAGEMENT 　OF

INFANCY 　BY 　ANDREW 　COMBE ．
”

と記 され て い る．

　題扉 に は　「TIIE　　MANAGEMENT 　　C）F　　正NFANCY ，

PHYSIOL 〔
．
〕GICAL 　AND 　MORAL ，　 INTENDED 　GHIEFLY

FOR 　TIIE　USE 　OF 　PARENTS ．　BY 　AN ］
．
）R 卜二W 　C（，MBE

，
M ．D ．

REVISE 廴）AND 　EDITED 　BY 　EIR　JAMES 　CLARK ，　BART ．，　K．

G ．B．，　M ．1〕．，　F．　R．　S．，　PHYSTCIAN −IN−ORDINARY 　TO 　THE

QUEEN ．　FIRST 　AMERICAN 　FROM 　TH 卜】丁巳NTII　LONDON

ED ［T］O ，N’．　 NEW ￥〔，RK ： D ．　 APPLETON 　AND 　 COMPA ．NY ，

549 ＆ 551BROADWAY ．1871．」 と記 さ れ て い る．題扉 E

部に 「太 政官記録印 L 左下 に 「太政官文庫」の 朱印

が み ら れ る．

　タ イ トル は
， 直訳すれ ば 「千 ど もの 管埋法」 とで も

訳 され る が，永峯秀樹 は 『子女教養論」 と訳 して い る ．

子 ど もの 心身府面 に わ た る 教育 ・養育 に 関す る 管 理 と

い う意訳 で あ る．INTENDED 　GH 田 FLY 　FOR 　THE

USE　 OF　PARENTS とある こ とか ら，同書がお もに子

ど もをもつ 親 に 活用 さ れ る こ とを意図 して い る こ とが

わか る．著者名は ，ANI ）REW 　COMBE ，　M ．D．（医学博

Fr）と記され て い る．後述す る よ うに，コ ム は ユ847年

に 50 歳 で 亡 くな っ て い る．同書は，1871年と 著者 の

死後 25年後に ロ ン ドン で刊行された第 10版をもとに

ア メ リ カ 版初版 として刊行された もの で あ る ，した が

っ て ，コ ム の 原 書：は，もともと イ ギ リ ス
，

ロ ン ド ン で

刊行さ れ て お り，著者 の 死 後 に 至 っ て も版 を 重 ね る ほ

ど
，　 般 に 広 く読 まれた書物で あ っ た こ とが 理解 で き

る．　
・
方で ，時代 の 変化に あわ せ た内容の 改訂 は 必要

で あ り，女 1．三陛 ドの 侍医 ， 医学 1輌 1の サ ー ・ジ ェ
ーム

ス ・ク ラ
ー

ク に よ る改訂
・
編集が行われた版 が今回 の

入手資料で あ る．

　 こ の よ うに 「家 政 要 旨　後編』の 原典の
一
つ ，「了

二

女教養論』の 原者者 は，同書 の 序 の 記載 に あ る 1米人．」

で は な く，イ ギ リ ス 人医師 に よ っ て 刊行さ れ た本で あ

っ た こ とが 解明 された，「米人 コ ム 」と記 され た の は
，

永峯が使用 した原書が ア メ リ カ で 刊行さ れ た 版 で あ っ

た た め ，こ う し た混乱 が 生 じた もの と推測す る．

　冒頭に は ，編者 ク ラーク に よ る 「女土陛下 へ の 献辞」

1 ペ
ー

ジ，「編 者に よ る緒言」12 ペ ージ，「著 者 コ ム

に よ る ク ラーク へ の 献辞」 2 ペ ージ，「著者に よ る緒

言」 4 ペ ージ，目次 8 ペ ー
ジがあ り，本文 297 ペ ー

ジ，

索引 5 ペ ージ とな っ て い る，

　 目 次 に よ る と
，

コ ム f子女教 養論』は，ユ6 章で 構

成され て い る．そ の 内容 は，両親 の 体質が 了
．
どもの 健

康に 及 ぼす影響に始 まり，妊娠期 の 母親 の 影響，乳児

死 亡 の 原 因，乳幼児期の 子どもの 世話，教育の あ り方

な ど につ い て記さ れ た本で ある．

　 4）　ト
・．一

マ ス ・ブ ル 『母 親 の 心 得』 CThorrias　Bull

　　　
‘LHintS

　to　Motherb’”）の 体裁

　『家政要旨　後編』の もう一
つ の 原典 で ある ト

ー．．
マ

ス ・ブ ル 『
．
母親の 心得』 の 体裁 は ，表紙は 四 六 判，茶

色の ク ロ ス 表装 で ，扉 に は
“
HINTS 　 T（：） MOTHERS ”

と の み 記 され て い る．題扉 に は 「HIN71JSTOMOTHFiRS

FOR 　 THE 　 MANAGEMENT 　（，F　 IIEALTH 　 DUR 姻 G 　 THE

［〕ERIOI 〕 C〕F 　P民EGNANCY 　AND 　IN　THE 　LYrNG −IN　ROOM
WITH 　 AN 　 EXPOSURE 　 OF 　 POPULAR 　 ERRORS 　 IN　C〔，N−

NF］CTION 　 WITI．I　 THOSE 　 SUBJ 巳GTS 　 AND 　 HINTS 　 UPON

NURS1N （
．
｝、　BY　TIIOM ご匁S　BULL，　M ．　D．　Membel ．

　ef　Lhe　RoyaI

CQIIege　 of 　Physlcians；fc〕rmerly 　 Physician−Acc 〔］uc／tbeur 　 to

the　Finsbury　Mid 、vifery 　Instit，1］tiori，　a．l／d　Lecむurer 　on

Midivifery　and 　Dn 廿ヒe　DiSeases　Of 　WOmell 　 and 　Chfi］drvn；

Au しhor　of
‘
Maternal　八Ial／agemeI11 ．　 of 　Children　in　Hea！th

and 　 Disease
’

TWENTY −FOURT 目　 EDITION 　 LONDON ：

』ONGMANS ，　GR 卜IEN，AND 　CO ，1875、」 とある．こ の 人手

資料 は，1875 年 に，イ ギ リ ス ，ロ ン ド ン に お い て
，

ロ ン グ マ ン， グ リ
ー

ン 社 よ り刊行 さ れ た 版 で あ る．

「健康
．
管理 o）た め の 母親 の 心得 ，妊娠期 と産褥期に お

け る 一
般 的誤 りを明 らか に す る と ともに授乳 の 際 の 心

得 を 記す．1 とあ る ．原著者Thomas 　E　ull，　M ．　D ．は ロ イ

4 〔114）
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永峯秀樹 4 尺 『彳，済小学　家政要旨　後編」の 原典解明

ヤ ル 医幵人学 の メ ン バ ー
，産イ｛

・
協会の iE会 員，産科，

婦人科，小児科の 講師で ，　 子どもの 健康 と病気に 関

する 母親の h理」の 者者で もある．題扉 ］
一一部 に は i教

育博物館印」 1明治十 「 年 1．’月 1］
一
七 日 文 「消 気付」 の

朱印が み られる，隊 政要 旨　後編』 の 刊行は明治 12

（1879）年 7 月 で あるか ら，文 凵 IS省交付 の 日付 に よ る と，

今 回 の 入 f資料．は，r家政要 旨　後編J 刊行 よ り 3 カ

月 ほ どあと に交付 され て い る こ とに な る．

　初版本へ の 序 2 ペ …ジ，第7 版へ の ［ 1 ぺ ・ジ，目

次 6 ペ ージ
， 本 文 381 ペ ージ

， 索引 12 ペ ージ で あ る ．

　「1次 に よる と，ブ ル ロ4親 の 心得 1 は 11 章 で 構成

され，そ の 内容 は，妊娠期 の 健康管鐸 こ始 まり，妊娠

の 決定方法，妊娠に伴う病気の 予防，fiiJ，i．の 失敗の 防

止，出産予疋日の沖め 方，陣痛前後 ・庠褥期の 母親の

心得 ， 乳幼児 の 世盾 と 健康管 理
， 種痘 な ど に 関す る も

の で ある．著者が産婦人科 の 医者 で あ る こ と から，1呵

書 は 妊娠か ら出産，子 ど もの 養育 に 至 る まで の 医 艶的

知識をふ まえ た 内容に な っ て い る ，Ae述 コ ム 『子女教

養論」 の 内容 との 共通性が指摘 で きる．

　（2） 「家政要旨　後編』の 原典研究

　1）　 コ ム 『∫女教養論」 の 刊行趣旨お よ び斗．エ色

　 コ ム 『」
二
女教養論 1 冒頭 の 編者お よ び原 著者の 緒言

に 基づ き，同書 の 田行趣旨お よ び特色 に つ い て 記す．

　コ ム 『子女教 食

一
侖』は

，

…・
般 の 親を 売呑対象 と し，

あわせ て コ ム の 同業者 で ある若 い 医者 の 入門書 と して

執筆さ れ た もの で あ る．

　 コ ム 「子 女教養論』 の編者ク ラーク の 序文に 述 べ ら

れ た 刊行趣 旨お よ び本書の 府色と して ，  コ ム との

交友関係 か ら編 者が 同山 の 編集
・
改訂 を行 うに 至 っ た

こ と，  時代 の 変化 に よ り現状 にあ わな くな っ て い

る箇所を削除 し た とす る 編隼 ・改；∫の 方針，  乳幼

児の 死 L を防 IHす る た め の 焔 哉 を両現 〔と くに母 ．見）

にf云授 し よ うとす る コ ム の 発 臼jの ll訟図，（k［）コ ム の 記

述 が わ か りや す く，親ば か りで なく，右 い 区者 や 学板

の 教師，家庭教師に も，石
．』
理学 ・衛生

’
7：の 知識を習得

す る必要性 が あ る こ と が 述 べ ら れ て い る，

　「子女教 コこ論』 団行 の 背景 に は 乳幼 児死 亡 率 の 高 さ

があ る ．同書巻末 に は，編者 ク ラ
ーク か ロ ン ドン 記録

局 の 振告書か ら採用 した ，乳幼児死 亡の 原因 と範囲 に

関す る 情報が附載され て い る
IT ．コ ム は こ う した 乳幼

児死 亡率を改善 す る ため の 手 だ て と して
， 家庭 に お い

て，そ の 母魂 に予防手段 と して の 生 理学的知識 を 徒供

す る こ と を考えた．した が っ て ，そ の 内容 は ，同 じ医

者 を対象と して 執筆され る坊 合 よ りも，
わ か りやす く，

専門的知識 を最小限 に抑え，い さ さ か教訓的に 記述 さ

れ る必要が あっ た．

　 また コ ム ，ク ラー
ク と もに，牛．理学的知 r，Hkが ，医者

や ∫
．ど もを持 つ 視 ば か りで な く，家庭 教 師な ど の 壬 ど

もの 教育 に携わ る 職 茅に あ る場合に も習留する べ きで

あ る と述 べ て い る．家庭教師を養成す る セ ミ ナ リー
　．S

で 生 埋 学を盛 〕込む必 要が あ り
，

ロ ン ド ン 大学 で 初 め

て カ リ キ ュ ラ ム に 取 り入 れ ら れ た こ と力記 され て い る ，

　こ の よ うに ，コ ム 「了一女教養論』 の 荊色 は，址岬 彡

を 7：板教有お よ び 豕 膳 の 伺 ll：をア現す る た め に家庭医

学書，育児書 として 応 用 を試み て い る 点 1＿あ る，コ ム

に よ る 緒言 の 冒頭に は，了
一
ど もに聞す る 生理 学的研究

は すで に多 くな され て い る が ，そ うした 知 、哉を rllll親に

提供 し よ うとい う試み は少な か っ た と 述 べ ら れ て い

る
．
．ク ラ

ー
ク は

，
コ ム は 医学的法則の 応用 を ｝ll巴明す

る手腕 に お い て きわめ て 優秀 で あ る と述べ て お り，そ

う した 特色が，同書が イギ リス の み ならず，ア メ リ カ

に お い て も葛及 した理 由である と考え る、

　 ク ラ
ー

ク の 緒 詫に は，牛理 学に 関する矢U，rkは と くに

女子教育の 本質的 な部分を形成 さ れ なけれ ば な ら な い

と，繰 り返 し記 され て い る．こ うした 観点 は
， イギ リ

ス の み な ら ず，ア メ リ カ の 女 r教 育 にも影響 を及ぼ し

た ．生 琿 学的知誠 を女子教為 と家政教育の 体系 の 中 に

盛 り込 ん だの が ， ア メ リカ 家政学 の 先駆者と称さ れ る

ビ ーチ ャ
ー

で あ る，ビ ・一
チ ャ

』一
の 家 政 占：に は，Dr．

00mbe の 名前が 碩繁に 記 さ れ て お り
1’］

，「子女 教養

而 』 の 者 者 Andrew 　COmbe の こ と と推 定 され る，明

治初期 の わ が 国 の 翻訳 豸 政書 ば か りで な く，ア メ リ カ

家政学成 立 史 に も重要な影響 を及 ぼ した 人物 と して ，

コ ム と その 蓍作 に 注 目で きる．

　ブ ル 陶 親 の 心得」が 妊娠 ・出 月 期の 母親 の 陸康薛

理 と い う視点か ら執筆 さ れ て い る の に 対 し，コ ム の

［ヂ女教 養μ侖．U は，子 ども力 生 まれ る 以前か ら，両親

の 遺伝的
’1｛員が 子 ど もに 及 ぼ す影響が あ る こ と

， 妊娠

期 の 母親の 庁 ‘舌様式が 子
・どもに影響 を及 ぼ す点にも 口

．

及 が な され て い る．子 ど もの 発達 1嶄 土
1に即 し，子 ど も

の 絹神構遣 や 幼児期 に お け る 道徳教育 の f 受性な ど に

つ い て ，医学 的見地 をふ まえなが ら，f一どもの 教創 1

〔115）

制

た と えば，ビ
ー

チ ャ
ーの 『才政 論 P の う ら，1）rC 〔ombe

　 の ＆前 が p己され て い る の は 次 の 筒所 で あ る ：p．S3，
　 p．89，p．91，　 p．上⊥2，　p．208，　p．215，　p．217，　 p．　 Z21，
　p．222，p．236，　p．239，な お ，同 書 p．2⊥0に は ，コ ム

　 「子女教養論』の 改訂 ・褊集 を彳1 っ た Dr，　 CLark の 名

　 前もr］L され て い る．
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題 に まで 踏 み 込 ん で い る点 も，同書 の 特色 で あ る．

　 2） 原著者 ア ン ドリ ュ
ー ・コ ム に つ い て

　 「子女教 養論』 の 原著者ア ン ドリ ュ
ー ・コ ム の 略 歴

を次に記す
2／／．
，

　 ア ン ド リ ュ
ー ・コ ム （Aiidi

’
ew 　Gornbe ，　M ．D、，

1797・−1847） は ，医学噂士，生理学者，フ レ ノ ロ ジ ス

ト．1797年 ユO 月 27 日 に エ デ ィ ン バ ラ で 生 まれ た ．

彼 の 家庭 は 厳格 な カ ル ビ ン 主義で あ っ た ．エ デ ィ ン バ

ラ の 高校と大学で 学ん だ後，兄 ジ ョ
…

ジ
・コ ム と共同

生活を し なが ら 1812年に外科医の 門下生 と な り，1817

年 ， 外科医 の 免許状 を得た．同年，医学研究の た め パ

リ に留学．解剖 学研究 の 傍 ら，1818　一一・　1819年に は ス

プル ツ ハ イ ム の もとで 脳 の 研 究 を行 っ た．18工9 年，
エ デ ィ ン バ ラ に 戻 っ たが，肺病に 冒 され，以後死 ぬ ま

で こ の 病 との 闘病生活が 続 く．工823年，エ デ ィ ン バ

ラ で 開業．新 しく設立 された フ レ ノ ロ ジ ー・
学会 に 論文

を寄稿 し，「脳の 傷が 精神に 及 ぼ す影響 に つ い て」は，

1823年活字に な っ た ，1823年，1「フ レ ノ ロ ジ
ー

学会誌』

が 設立 さ れ る と加人 し，死 の 前年まで 貢献 し続 けた．

1825年，医学 噂 1；の 学位 を 取得 した，彼 の 実践は，

患者の 治療を行う上 で きわ め て 重要 で あ っ た．彼は奇

跡を信 じず，説明 と 予見 に よ っ て 多くの 害悪 を防い だ．

1827年，フ レ ノ ロ ジ
ー
学会の会長に選ばれ た ．

　 1831 年，1精神錯乱 に関す る観察 1を発表，1836 年，
ク ラ

・．一
ク の 推 薦 に よ り，ベ ル ギ ー E レ オ ポ ル ド付 き侍

医 の 約 東を受 け，ブ リ ュ ッ セ ル に移 っ た が，また もや

健 康を損な い ，同年エ デ ィ ン バ ラ に 戻 っ た ，1838 年 ，
ス コ ッ トラ ン ドで は 異例 の 女 Mti

一
侍医 の 任命を受けた，

　彼 の 後半生 は肺病 に 苦 しみ，1847年 9 月 17 目，エ

デ ィ ン バ ラ 近 くの コ ジ ー
の 甥 の もと で 死 亡，死 の 直：前

に 書 い た 船 熱 に 関す る コ ム の 長 い 手紙は，1847年の

9 月 ユ7 日の 『タ イム 』誌 に 掲載 され，1848年 3 月の

『公衆衛生 誌』 第 5号 に 再掲 さ れ た．そ の 示唆 は
，

の

ちに 移民船 の 所有者に強制執彳亅
：

さ れ た．

　 コ ム の 相貌 は，身長 6 フ ィ
ー

ト2 イ ンチ で痩身で あ

っ た．鋭 く輝 く目 と熱意あふ れ る表情 が 印象的で あ っ

た．節度が あ り，慈悲深 く，独立 心 が 強 くて 公止 で あ

っ たが，とくに ∫
一
どもたち との 談笑を好み ，迅速 で 鋭

い 判断力の 持 ち 主 で あ っ た．

　な お ，改訂
・
編集を行 っ た，サ

ー ・ジ ェ
ー

ム ス ・ク

ラーク は，準男爵，バ ス E級勲爵士，医学 博 fr，ロ イ

ヤ ル ・
ソ サ エ テ ィ 会員 な ど の 肩書 き を持 ち

， 女
．ll陛 「・

とア ル バ ー ト王 子付き侍医で あ る ．

　 3）　ア ン ドリュ
・一一・

コ ム の 著作に つ い て

　 す で に 述べ た よ うに，コ ム の 著作は，イ ギ リス の み

な らず ， ア メ リ カ 家政学の 先駆者と称され る ビーチ ャ

ーに も影響 を及 ぼ して い る．コ ム に は数多 くの 著作が

あ る
t’llt’t’〕

．そ の うち代表的な もの は ，1834 年 に 刊行さ

れた 「健康 と教育に応用され る 生理学』 で ，ただち に

好評 を博 し，第 12版 の 4 回 日の 印刷が 1843年に行わ

れ，彼 の 死 まで に イ ギ リ ス で 28，00e部の コ ピーが ，

ア メ リ カ で は数多くの 版が売 られた．ユ836年刊行 『消

化 の 生理学∫は 1849 年に は 第 9 版が 出 た，1840年 ，

彼 は 最後 の そ して最高の本 とされ る f生理学的道徳的

子 ど もの 教育論』を出版 し，1847年に は第 6版 が出た，

同書 を も と に，ク ラーク が 改 訂
・
編集 を行 い ，1860 年

に 出版 した の が 『家政 要旨　後編』 の 原典 と な っ た

『子 女教養論1 で ある．同書は 1871 年に は ア メ リ カ 版

が 出版 され た ．今回の 人 手資料 が こ れ に あた る．

　 こ の よ うに彼の 著作 が人気 を博 したの は，内容の わ

か りや す さ，実用性 ，良識あ る 書 き方 に よ る もの で あ

る ．彼の 著作 の ほ と ん ど は，実地 に 基づ き，医学的診

察に よ る応答か ら抽 出された もの で あ り，観察 h
．
にあ

る実際の 症状 に 関連す る もの で あ る と彼は 記 して い る．

彼は よ く， 自分 自身は多芸多才で はな く，著作活動 は

彼 には 大変 な労力 で あ っ た と述 べ て い る．しか し彼 は ，

健康 に 関す る 知識 と実践 の 向方 を向 ヒさせ よ う とす る

誠実な熱意 と，自然法則 は神か ら授 け られた機知 の 表

明で あ りす べ て の 人類に よ っ て 研究 され なけれ ば なら

ない とい う強い 信念に よ っ て 執筆を行 う活力を得だ
”
．

　4）　ブ ル 『母親の 心得1 の 刊行趣 旨お よび特色

　ブ ル 「母親の 心得」 冒頭 の 序 文 に よ る と，ブ ル が

『母 親 の 心 徃 1を 執筆 し た 意図は ，女性に 対 して 妊娠 ・

出産 に 関す る知識 を提 供す る こ とに あ る．女性は妊娠

時，医者に診せ る べ きで あるの に，恥ずか し さか ら そ

れ が た め ら わ れ る．そ の よ うな時，素人か ら聞違っ た

ア ドバ イ ス を受 ける よりも，本で 止 しい 知識 を 得 る 方

が よ り有効 で ある，と述 べ て い る．本書刊行の 動 機 は，
ブ ル の 産科協会に お ける活動か ら得ら れ た もの で ある．

産婦人科 の 医者と して の実地経験の 中で 生 じた 女性が

妊娠 や 出産 に 関す る科学的で 正 しい 知識 を持 つ 必 要性

の ド
・1覚が本書刊行に 結 び つ い て い る．

　とくに ブ ル 「母親の 心得』 は，母親 の ため の 生理学

とい う観点に 立 っ た 執筆で あ る．

　ブ ル の 著作 の うち 『母親 の 心 得』は
， 1837年の 初

版刊行以来 40 年近 くに わ た っ て 版 を 重 ね て い る
t’／
．

第 24 版に あた る今回の 入 手資料は、最終版 に 近 か っ

6 〔ll6）
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永 峯秀樹纂訳 『経済小 学 　家政 要旨　後 漏』 の 原典角牛明

た と思 われる．同苦は 1876午に ロ バ
ー・

ト ・パ ・．カ ・・

（Robert　W ．　Parker）に よ る 改 訂版が 出 さ れ て い る．

『家政要 旨　後編』の 原 典と な っ た 工876年版 の rほ親

の 心得∫が ，こ の パ ー一カ ーに よ る改訂版 （十人 手）で

あ っ た の か
，

ブ ル に よ る オ リ ジ ナ ル の 1876 年版 で あ

っ たの かにつ い て は断走 しがた い 現状 に ある．Bl⊥tish

』ibraryに 所蔵 され て い る 1837年刊行の 初版は，ペ ー

ジ数 も 92 ペ ージ と少な く，享数 も 6 章と少な い 。「母

親の 心得」は初版刊行以 来，幾反 も内容 の 改訂が行わ

れ て い る こ とが わ か る ．

　ブ ル には
，

こ の 他 に 2 冊の 著作があ る．その うち の

1冊が，前述 「弓規 の 心彳丿」〔原 占
：） の 内衣紙 に 記 さ

れ て い た 『」
・ど もの 健康 と病気 に 関す る 母親 の

∫
鷲理、

で ，1840年の 初版
：Frj行以来，20 年以 ヒ版を重ね て お

り，1877 年 に は 厂母規 の 心得』同十汞，パ ーカーに よ

る 改 訂版 が 山 版 さ れ て い る．も う 1Hll・の 本 は
“
Tlle

Sense　Denied　and 　Lost”で，　 B．　G．　Johnsに よ る稀 集

版が 1859 乍 に 刊行 され て い る ．

　（3） 二 つ の 原書 と 「承 政要旨 　後編一との 比較枳詞

　 つ ぎに，解明 された 2 つ の 原 幽の どの ような内谷が

「爽政 要 旨　後編⊥に 訳 出 さ れ た の か 、こつ い て 把ナt す

る た め に，原書と訊書 との 比戦検討を行 う．

　ヂ 1 は 『豸 政要旨　後編』の 日次が，．
．
：つ の 鯨 讐：の

ど の 章 に 対応 して い る の か を尓 し た もの で あ る．

　す で に述べ た よ うに 『家政要旨　後褊』は．t．ど もの

似育 に 関す る 内容 を中心 と しなが ら も，∫ど もに 影 ，1

を及ぼ す親の 遺伝的 彡響，そ うした観点から夫を選ぶ

こ と （配偶者込択） に関す る祀述 に特色が あ る，そ の

章構成は，結婚，妊娠，出産，育児と女目の ラ イフ コ

ース に沿 っ た 流れ で 編 集され て い る．

　 こ うした 章構成 の うち，
‘

目 頁。「三「身材 ノ強羽 ハ 其父

母二 因 ル 事 1「子 ヲ 欲 ス ル ノ 情」「衣服．1 の 遺伝 に 関す

る記述 は コ ム　子 女教養 員剣 の 第 1 章 と 弟 2 章 ， 「人

ノ 妻 タ ル 者 ノ 心得」か ら 瞳 丿
’
中 li子 二 付 テ ノ 心 彳尋」

まで の 妊娠 ・IL産期 の 。者注意 に 関 す る 記 述 が ブ ル 『母

親の 心得』の 第 1 章 ・第 2 章，第 4 章〜第 7 辛，「小

児ノ教育 i者法」以降の 了
．
どもの 教育方法を述 べ た部分

が コ ム 『壬女教養論』の 第 13 章以 降の 内容 の
一一一

部に

基 づ い て い た ．な お 「夫ヲ 壬＿ブ事」 享 「家政 要旨　後

編 1 の
一
部 の 内容 に つ い て は，今回 入手し た資料 で は

該当箇所 を 見出す こ と が で き な か っ た．

　永峯秀樹 の 訊 文の 特徴に つ い て は ，厂家政 要 旨　前

編』の 訳文に つ い て 別稿で 述 べ た
1巾 ．r家政 要旨　後

編 』 の 訳 文 1こ も原 文 の 旧 Xsで は な い 永峯特 有の 息 訳 の

！l愚徴がみ られ，原文の
’
E：

　，F．，t：をふ まえなが ら きわめ て 簡

潔に意訳 さ れ て い る た め
， 点文 の 該当箇所 を 特定す る

こ とが 雉 しか っ た ．すなわ ち 「家政要 旨　後編』は，

配偶者蔵 択 か ら，結婚，妊妨 ，rlll産，　 f一育 て とい っ た

女性 の ラ イ フ コ
ー

ス に 従 っ て ，翻 1｛名永峯秀制が 2 冊

の 厚書の 内容をふ まえなが らも，内容 ・訊出箇所を選

択 ・配列 しなが ら まとめ た もの で あ る．そ の 翻 尺方法

は ，原典 に忠夷で あ る とい う よ りも， 原 書に
一
己載 され

た I」Jtiを畏 付け に，永4 秀樹 が 独 臼 に そ の 内容 を栴集

し直した と考え る こ とが で きる。その 翻 尸乃濠 に よ り

「永峯秀刷纂 尺」 と 記 され て い る こ とが理解で きる，

　 こ こ で 永峯 の 翻訳 の 観点 と竚嵩・の 特色 との 関連 につ

い て考塚す る ，ブ ル 「母親の 心得 1 の 妊 娠
・出 産 に 開

す る k［贓 を女性に猛供する た め に 執筆され た 「？呂者 の

執筆の ；曽 図 は ，ほ ぼ 「家政 要旨　後編』 に受容 され た

とみ る こ とが で き る 。ブ ル 『母親 の 心得』の うち 1家

政要 旨　後編」 に 訳出 され なか っ た内容 は，出庄後の

乳房 の 管理，哺乳， f’ど もの 世話，種 月 に 関 す る 内容

な どで ，原丼 の 改訂が行わ れ る な か で 比較的新 し く占：

き加えられ て い る rl「〜分で あ る．

　
・
ブiコ ム　　［」

・
女教 i9、i侖』　に つ V ／てClよ，　i可書 a）『手色

’
で

あ る遺伝や育児の 内容は 『豕 政要旨　後褊』 に受谷 さ

れ て い る が，乳幼児の 死亡 6を改善する た め の さ まざ

ま な 方法 が 、「己され た 部分 は ，
．
尺出され て い な い ，こ う

した 訳出内容選択 し 影響 を ノ更ぼ したの が，結婚 前の段

階 か ら f ど もの 教育期 に 至 る女 口の ラ イフ コ
ー

ス に 沿

っ た 『家政 要旨　後編』の 栴誌力廾にあ っ た と考え る．

　（4） 原書の受容過杜をめ ぐっ て

　永峯秀伺が ， 2 冊 の 原 吉を纂 尺とい う形 で 翻訳刊行

を行 っ た の は
， 妊娠 ・出酸期 の 母説 の 健康管理 と，∫

・

ど もの 健康管理お よ び 教育 と い う内容 を併せ t，jっ 家政

書 の 編 暴 を意図 した た め と 考えられ る ，そ れ は また，

イギリ ス に お い て ，コ ム お よびブ ル が原書 を発刊 した

意図 に 通 じる．

　lM　tt：の わが 国 に 才 け る 受容 過有．を考察す る に あ た っ

て ，ブ ル 「母親 の 心行⊥（原書） が 『家政 要旨　後編』

が翻唄 団行 された の と ほ ぼ 同 じ馬 期 に あ た る 明治 14

〔1881）午に，大井鎌占訳 1り 規 の教」と して 丸善か ら

全 尸刊行さ れ て い た こ とが わ か っ た，東京家政学院大

学附属図書館所祓本は，四 六 判，表紙は茶色の ク ロ ス

表装 で
， 背文 郵に は

， 「母親 の 教 　文部省」 と 記 され

て い る ．しか し，11
−
ti曳付に は，「文部省」 の 文宇は

卩 し載 され て い ない ．同 源 書をもとに， 2 種類の 翻訳

書 が i二iJfriF れ て い た と い う亨実 は 　原 書が わ が 団 に 及

（117） 月
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表 ユ．『経済小 学 　家 政 要旨　後編』 とその 原典 との 比較対 照 表

Bull
“
iゴints　t〔冫ルノぐノthc’厂s”　〔1875 ） 『経済小学　家政 要旨　後編』　　CQmbe “

The 　MCtnagement 　qf　infancy
”

（187／）

序

総論

夫 ヲ撰 ブ事

身体 ノ 強弱ハ 其 父母 二 因ル 事　　 1．
　両 親　遣伝　近親 ノ 婚姻　結

　婚年齢　受胎 ノ 時 父 母 ノ 体 状

　懐 妊 中母親 ノ 強固

Infiuence　 of 亡he 　Co【1sLiLutk ｝n 　 of 　T−’areItt．s
on ［、he 日ealLh 　of 　Their　Chi］dren

家 務

ゴ・ヲ欲 ス ル ノ ’1青
衣服

2．1nfluence　りf しhe　Mother ’
s 　M りde　of

　 Liv三ng 　during　PregnaILcy，011　the　Health

　 of　the　Child

　

　

日

年

　

　

曽

　

　
、

也

　

　

ノ

　

　

キ

　

　

ト

　

　

ル

子

　
交

男

貌

ト

美

美

人

1．Of　the　Management　 of
．
1−lealt．tl　dur−

　 1rlg　Pregnal／y，　and 　of　Popular　Errolls

　 upOII 　This 　Sl虹iect
2．Of　the　 Mode 　 by 曲 icl／ Pre即 ancy

　 May 　Be　Det．er エnirLed

人ノ 妻 タ ル 者 ノ’Ci得
　子 ヲ 欲 ス ル ノ 情 　食物　食好

　 ミ　腸 ヲ 調 フ ル 事　労働 　衣

　服　相感　懐妊 ヲ 察知ス ル 法

3．Of　the　Disettses．　of 　Pr巳9nany，　 and

　 Hints　for　Their　Prevent ，inn　 and

　 Reiief

〈該 当 箇 所 な し〉

4，0f　the　PreventiOlm且 ’ri8can囎 e 半産

　半産 ヲ 防 グ 譲 法

　懐妊中壮健 ノ 人 ノ心 得

　半産 ノ 徴候既 二 現 ズ ル 時之 ヲ

　ILム ル 法

5，　0f 　Recl（oning ，　 of　the　Mode 　｛印「

　 Telli119　 when 　Lab匡，11r 　Ma，y　Bc　Ex−

　 pected

産 日 ノ 頂 算

6．Hints「or　the　Lylng−iI／Ro｛〕ln，　Refer−

　 rilLg　to　the　Mothel1
分娩 ノ 心 得

　分娩前　分 娩近 ヅ ク ノ 徴候

　看護　産室　臥褥　産時 ノ 衣

　 服 寒 戦 嘔 吐 体 勢 食

　在褥等 ノ ’L、彳昇　　　産ユ胡．ノ　長短

　分 娩 ノ結 団 　医 師産 婆未 ダ来

　 ラ ザ ル ニ 分 娩 シ タ ル 時 ノ 心 得

　双 ∫
：

分 娩後 産室 ヲ 出 ル トキ マ デ ノ 心

　得

　流 下 物　身体 ノ 清潔　乳房

　来客　物二 凭 リテ 坐 ス ル 事

　腹 帯　飲 食及 其他 ノ心得

7．Hints　 for　the　 Lying−iIl　 Room ，　 Re一 産室 申赤子二 付テ ノ 心得

　 fel．riI／9　Lo　the　Ghild　　　　　　　　 赤
．
］
t’
ノ取 扱方　初 生 児 ノ体質

8 （1⊥8）
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8．0 「the　Brenst，
9．OfNursing

永峯秀樹纂訳 「経済小学　家政 要 旨　後編』の 原 典解明

lO．　0 「the　Gerleral　ManageIuent ぐ）f
　 the　IIlfallt

’
s　HealLh

lユ．orv …北cqi 搬 itlu「1

〈該当箇所 な し〉 3．　Great　MOrta］ity　in　l目 ［
’
ar）じy　Prし｝duced　by

　 Ren ／ovable 　Gauscs，　al／d 　Increased　by

　 Parenta］19nor’arlじ e

4．Infanヒ 且ealth 　 Ilot　 Accidental、　 bllt　 De −

　 pel／dent　un 　Fixeし】1、aws
5．　〔〕n 　tlle　｛］onstitiit

’lon　or 　the　Illral乢　ut

　 Birth6
．　Nlanassernent　o 「　Ll［e　IilfaliL　IInIuidiaLely

　 after 　Bitpth
7．　F〔x ｝d ⊂）rt．he　Infunし
8．　G⊥eanliness ，　Exerc：ise．　 and 　Sleep，　ln

　 Early　l／lJ
’
uTu ：y

9．　Ghoice　and 　Regimen 　of 　a　Nlulse

lO．　Arしificial　l　 ursiii 呂

11，　
「
ilhe　Nursery，　and 　　⊂：on 〔

．iiti⊂♪rls　Requtred
　 ill　lt12

．　Mailagelnel／L　of　L正le　lnt
’
とHU 　durirlg

厂
⊥
1eeth −

　 h19

小 児 ノ 教育諸法

　夕F三吻ノ 矢U覚　　毛・力
　教育

心 智の 進 歩

父母ノ 道 　給養

予 女 の 道

∫
．
女 ノ義 務

f走ノ凵寺「握

ぼ した影響を考察す る に あた っ て 着 目され る．

　ブ ル 『母親 の 心 得』〔原書）の 全訳 で あ る大井鎌吉

訳 『母親 の 教』と永峯秀樹纂訳 『家政 要旨　後編』を

比較 して み る と，前者が 妊娠 ・出産に関する 生理学的

内容 を．髭体と し，原 典に忠実な 訳文で ，503ペ ージ に

及 ぶ ，r家政要 旨　後編』よ り詳細 な内容 で あ る．一

方，「家 政要旨　後編』は，ブ ル の 原 書 と コ ム の 原 書

の 内容 をあわせ 翻訳 されて お り，女性 の 立場 に立 っ た

配偶者選択 （夫 σ）選び方），了
．
どもへ の 遺伝的影響に

配慮す る こ と，生 まれ た子どもへ の 教育方法な どの よ

り幅広 い 観点 か ら 女性 の ラ イ フ コ ース をカ バ ーす る 翻

訳家政書 と し て の 性格が備わ っ た と考え る，

　 4．要 　 　約

　『家 政要旨　後編』 の 原典解明お よ び 原典 と訳 書 と

の 比較検 討 の 結果，次 の 点 が 解 明され た ．

　［1
’
家政要旨　後編L の 原典は ，Andrew 　UeTnbe ； 乃 召

ルlfalla8eJ7Te’lt〔ゲ11》とiη‘ツ，　D 、　APpleion 　and （）o．，　New 　YOrl（

（1875）お よ び Thomas 　Bull： Hints　to　Mothers、　Long ．

rnans ，　Green，　and 　C （，．，　LorldoIL （1876）で あ っ た ．な

お 本研究 に お い て 人手 で きた原書資料 は，それぞれ

1871年版 と 1875年版 で あ る ，

　 コ ム 『了
・
女教養論』は，読者対象と して 子 ど も を持

　　 　　　　　13．　Nlanag〔三lrlent．エ〕r しhe （】h員d　じr
’
urEL 、、’ealung

　　 道徳上 ノ　　　しothe 　End 　ofthe 　Second　Year

　 　 　 　 　 　 　 ⊥4，　The　Ment きU　Ct）IISt，itUt．i〔〕ll，としnd 　PrilLciples

　　 　　　　　　 ofTrain 主ng 　hl　Infancy

教育　　　　　　　　15，　Morul　EducaUQn 　ユll　Infancy　and 　Child−

　 　 　 　 　 　 　 　 1
’
ood

J
’
女 ノ 権 利 服 16．FurLher　Remarks。n 　the　Moral　Managc−

　 　 　 　 　 　 　 　 ［F）el／t 〔）r　fnl
’
nncv 　and 　Ghlldhoo〔且

つ 親な らび に 若 い 医者 の 入門書 と して 執筆 された，同

書 卜U行 の 背景 に，乳幼児死 亡率の 高 さがある，コ ム は

乳幼児死 亡率を改善す る ため の 手だ て と して ，家庭に

お い て ，そ の 母親に r・防手段 と して の 生理学的知識を

提供す る こ とに よ っ て ，改善を図 ろ うと試み た．

　 コ ム の 1
’
子女教養論』は

， 子 ど もが生 まれ る 前か ら，

両親 の 遺伝的性 質が 子 ど もに 及ぼ す影響，妊娠期 の 母

親 の 生活様式が予 ど も に影響 を及 ぼ す こ と に 関す る 内

容か ら始 ま っ て ，以後，子どもの 発達過程 に 沿 っ て 医

学的見地 に 甑つ 内容が記述 されて い る 点 に特色があ る．

とくに ，子 どもの 精神構造 や 幼児期 に お け る 道徳教育

の 重要性な ど，∫
一
どもの教育問題に まで 踏み込ん だ内

容 に な っ て い る．

　
一

方 「家 政 要旨　後編』 の も う
一一つ の 原典 で あ る ブ

ル 亅母 親 の 心得」の 刊行 の 意図 は ，女性 に 対 して 妊娠 ・

出産 に 関する知識 を提供する こ と に あ る ．

　 こ の よ うに，永峯秀樹纂訳 1
’
家政要旨　後編』の 、1

つ の 原典は，い ずれ もイギ リ ス の 医師に よ っ て執筆さ

れ た もの で あ っ た。19 阯紀は，医学が め ざま しい 進

歩 を遂げ た 時代 で あ っ た ，こ の 21］rj・の 著作の 特色 は，

そ う した発達 した医学 の 成果 を家庭生活 へ と応用 を試

み て い る 点 に あ る ．生理学
・
衛生学 の 知識 を家庭生活

に 応用 しよ う と す る 試 み は，19 阯紀 の 家政 書 に 影響

〔1ユ9） 9
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を 及ぼ して い る．と くに，ア メ リカ 家政学 の 先駆者 と

称 され る ビーチ ャ
ー

の 代表的家政 書に は，コ ム の 影響

を受 けて
，

生 理学 ・衛 生 学の 科・学的知識が 導入 さ れ て

い る．こ の ような観点 に 基づ く医学的内容を基礎 とす

る 翻訳育児 書は ，明治初期に 『家政 要旨　後編」 以 外

に もわ が 国 で 刊行 さ れ て い る ．「家政要 旨　後編』の

「 つ の 原書の
一・

つ ブ ル 『母親の 心 得』 （原 当
：

） は，大

井鎌吉訳 『母 親 の 教 』 と して 明治 14 〔1881）年 に 丸

善か ら全訳刊行され て い る，イギ リス で 団行 された家

庭医学書 が ，ア メ リ カ の 家政書 の みな らず，わが国に

お い て も翻訳書 に よ っ て 紹介され て い た点に は着目 さ

れ る．今後 ，
こ うして わが国 に 紹介された家庭医学書

的内容を持 つ 育児 書が，わが 国の 家政学 ・家政教育の

発達過程 の なか で ，どの よ うな役割を果 た して い くの

か に つ い て，ア メ リ カ家政 学の 発達過程 と の 比較な ど

を通 して，研究を深め て い く必要が あ る．

　本研究を進め る にあた りT 「」」梨県立図書館，東京家

政学院大学附属図書館，国立国会図書館 ，内 閣文庫，

束書 文庫，British　L三bralyに お い て ， 資料閲覧の 便宜

を図 っ て い た だ い た．また，資料 の 解読 に 際 して は，

熊本県企画開発部文化企 画課 の 右山幸介先生 に ご 指導

い た だ い た，また，東京家政学院大学名誉教授亀高京

了先生 に は ，貴重 な示唆 をい ただ くとともに温か い ご

指導 を賜 っ た．こ の 場 をお借 りし て
， 深謝 申 し ヒげ ま

す．また本研究 は ，平成 玉0 年度文部省科学研究費補

助金奨励研究 （A ）の 助成を受け た もの で あ る ，
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